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高病原性鳥インフルエンザ高病原性鳥インフルエンザ
宮崎県で７例目宮崎県で７例目 全国では１０例目全国では１０例目

農場へウイルスを侵入させないために！
▼野生動物等の鶏舎への侵入防止

▼農場出入口での消毒の徹底

【７例目】宮崎市高岡町 肉用鶏 約１９０，０００羽飼養

・２月１日午後０時、農場から宮崎家畜保健衛生所に通報
（死亡羽数増加：１月３１日に５０羽→２月１日に１９１羽の死亡確認）

・２月１日午後 Ａ型インフルエンザの簡易検査で７羽中６羽陽性

・２月１日深夜 遺伝子検査で、Ｈ５亜型陽性、死亡鶏の状況等も合わせて考え、 疑似患畜と判
定

＊宮崎県では、１月２７日以降、３例目（都農町 10，000羽飼養）、４例目（川南町 92，000羽飼
養）、５例目（延岡市 66，000羽【種鶏】）、６例目（高鍋町 40,000羽飼養）と今回の７例目と、
いずれも肉用鶏で本病が確認されています。
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▼消石灰等による畜舎周辺の消毒

① 防鳥ネットの破れはないか等野鳥等の侵入防止対策点検

② 踏込消毒槽、専用の作業着・履き物の設置を徹底すること

③ 鶏舎周囲に穀類等のエサや生ゴミ等の野生動物を誘因する

ものを置かず、清潔に保つこと

④ 飲用水は消毒されたものであること 等

毎日、必ず家きんを観察して、おかしい時には、すぐに獣医師や

家畜保健衛生所に連絡してください。



日本における高病原性鳥インフルエンザの発生状況
《H22年10月～ 》

島根県安来市：鶏（農場）
１１月 Ｈ５Ｎ１亜型（強毒性）

（１２月２７日 移動制限解除）

富山県高岡市 １２月
コブハクチョウ（動物園）
Ｈ５Ｎ１亜型（強毒性）

H23.2.2現在

福島県郡山市 １月
キンクロハジロ（野生）
Ｈ５Ｎ１亜型（強毒性）

鳥取県米子市 １２月
コハクチョウ（野生）
Ｈ５Ｎ１亜型（強毒性）

北海道稚内市 １０月
カモの糞（野生）
Ｈ５Ｎ１亜型（強毒性）

北海道浜中町 １月
オオハクチョウ（野生）
Ｈ５Ｎ１亜型（強毒性）

兵庫県伊丹市 １月
カイツブリ（野生）
Ｈ５亜型

（１２月２７日 移動制限解除）

①宮崎県宮崎市：鶏（種鶏） 10,000羽飼養
1月22日 Ｈ５Ｎ１亜型(強毒性） 1月24日 防疫措置完了

②宮崎県新富町：鶏（農場） 66，000羽飼養 (殺処分410,000羽）
1月23日Ｈ５亜型（強毒性） 1月27日殺処分完了
③宮崎県都農町：鶏（肉用鶏） 10,000羽飼養
1月27日 簡易検査陽性 Ｈ５亜型 1月29日 防疫措置完了

④宮崎県川南町：鶏（肉用鶏） 92,000羽飼養
1月28日 簡易検査陽性 Ｈ５亜型 1月29日 殺処分完了

⑤宮崎県延岡市：鶏（肉用種鶏） 66,000羽飼養
1月28日 簡易検査陽性 Ｈ５亜型 1月30日防疫措置完了
⑥宮崎県高鍋町：鶏（肉用鶏） 40,000羽飼養
1月30日 簡易検査陽性 Ｈ５亜型 （防疫措置実施中）

⑦宮崎県宮崎市：鶏（肉用鶏） 約190,000羽飼養
2月1日 簡易検査陽性 Ｈ５亜型判定

鹿児島県出水市 １２月
ナベヅル（野生）
Ｈ５Ｎ１亜型（強毒性）

鹿児島県出水市：鶏（採卵鶏）
8，600羽飼養

1月25日簡易検査陽性､Ｈ５亜型

1月26日 防疫措置完了

1月29日 Ｈ５Ｎ１亜型(強毒性）

愛知県豊橋市：鶏（農場）
採卵鶏 約150,000羽飼養
1月26日 簡易検査陽性、Ｈ５亜型（強毒性）

1月31日 殺処分完了（防疫措置実施中）

島根県松江市 １月
キンクロハジロ（野生）
Ｈ５Ｎ１亜型（強毒性）


